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新 旧 

店頭外国為替証拠金取引（DMM FX）約款 

 

第 1 条 （本約款の趣旨） 

1 （内容省略） 

2 当社に本取引アカウントを登録するに際し、金融商品取引法その他関

係法令及び一般社団法人金融先物取引業協会の規則を遵守するととも

に、次の各条に掲げる事項を承諾し、これを証するため、別途、「店頭

外国為替証拠金取引に関する確認書」を差し入れる、または電子的方法

により、その内容に同意するものとします。 

 

（第 2条～第 4条 省略） 

 

第 5 条 （アカウントの登録） 

1 お客様は、本約款に定める店頭外国為替証拠金取引を行うことを目的

として、当社所定の「店頭外国為替証拠金取引（DMM FX）約款」 及び

「店頭外国為替証拠金取引（DMM FX）説明書（契約締結前交付書面）」、

その他当社の定める規則等に同意の上、取引時確認の手続等、当社所定

の手続により店頭外国為替証拠金取引アカウント（以下、「本アカウン

ト」といいます。）の登録の申込を行うものとします。申込にあたって

は、以下の各号の要件を満たしていることを必要とします。  

≪個人のお客様の場合≫ 

（(1)～(13) 省略） 

(14) 反社会的勢力について以下の点を誓約すること。 

店頭外国為替証拠金取引（DMM FX）約款 

 

第 1 条 （本約款の趣旨） 

1 （内容省略） 

2 当社に本取引口座を開設するに際し、金融商品取引法その他関係法令

及び一般社団法人金融先物取引業協会の規則を遵守するとともに、次の

各条に掲げる事項を承諾し、これを証するため、別途、「店頭外国為替

証拠金取引に関する確認書」を差し入れる、または電子的方法により、

その内容に同意するものとします。 

 

（第 2条～第 4条 省略） 

 

第 5 条 （口座の開設） 

1 お客様は、本約款に定める店頭外国為替証拠金取引を行うことを目的

として、当社所定の「店頭外国為替証拠金取引（DMM FX）約款」 及び

「店頭外国為替証拠金取引（DMM FX）説明書（契約締結前交付書面）」、

その他当社の定める規則等に同意の上、取引時確認の手続等、当社所定

の手続により店頭外国為替証拠金取引口座（以下、「本口座」といいま

す。）の開設の申込を行うものとします。申込にあたっては、以下の各

号の要件を満たしていることを必要とします。  

≪個人のお客様の場合≫ 

（(1)～(13) 省略） 

(14) 反社会的勢力について以下の点を誓約すること。 
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・現在、且つ将来にわたって、暴力団員・暴力団準構成員・総会屋・

社会運動標榜ゴロ等の反社会的勢力に該当しないこと。 

・現在、且つ将来にわたって、反社会的勢力の企業の役職員ではな

いこと。 

・自ら又は第三者を利用して、暴力的な行為、法的な責任を超えた

不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし又は暴力を用い

る行為、風説を流布し偽計を用い又は威力を用いて当社の信用を

毀損し又は当社の業務を妨害する行為等を行わないこと。 

・マネーローンダリング等の公序良俗に反する取引、その他不法又

は不正の疑いのある取引に利用するために取引を行わないこと。 

・上記に関して虚偽の申告をし、若しくはいずれかに該当する行為

をしたと当社が判断した場合には、取引が停止され、又は通知によ

りアカウントが解約されても異議申立てをしないこと。また、これ

により損害が生じた場合でも、全て自己の責任とすること。 

（以下、省略） 

 

≪法人のお客様の場合≫ 

（(1)～(11) 省略） 

(12) 反社会的勢力について以下の点を誓約すること。 

・現在、且つ将来にわたって、暴力団員・暴力団準構成員・総会屋・

社会運動標榜ゴロ等の反社会的勢力に該当しないこと。 

・自ら又は第三者を利用して、暴力的な行為、法的な責任を超えた

不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし又は暴力を用い

る行為、風説を流布し偽計を用い又は威力を用いて当社の信用を

毀損し又は当社の業務を妨害する行為等を行わないこと。 

・現在、且つ将来にわたって、暴力団員・暴力団準構成員・総会屋・

社会運動標榜ゴロ等の反社会的勢力に該当しないこと。 

・現在、且つ将来にわたって、反社会的勢力の企業の役職員ではな

いこと。 

・自ら又は第三者を利用して、暴力的な行為、法的な責任を超えた

不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし又は暴力を用い

る行為、風説を流布し偽計を用い又は威力を用いて当社の信用を

毀損し又は当社の業務を妨害する行為等を行わないこと。 

・マネーローンダリング等の公序良俗に反する取引、その他不法又

は不正の疑いのある取引に利用するために取引を行わないこと。 

・上記に関して虚偽の申告をし、若しくはいずれかに該当する行為

をしたと当社が判断した場合には、取引が停止され、又は通知によ

り口座が解約されても異議申立てをしないこと。また、これにより

損害が生じた場合でも、全て自己の責任とすること。 

（以下、省略） 

 

≪法人のお客様の場合≫ 

（(1)～(11) 省略） 

(12) 反社会的勢力について以下の点を誓約すること。 

・現在、且つ将来にわたって、暴力団員・暴力団準構成員・総会屋・

社会運動標榜ゴロ等の反社会的勢力に該当しないこと。 

・自ら又は第三者を利用して、暴力的な行為、法的な責任を超えた

不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし又は暴力を用い

る行為、風説を流布し偽計を用い又は威力を用いて当社の信用を

毀損し又は当社の業務を妨害する行為等を行わないこと。 
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・マネーローンダリング等の公序良俗に反する取引、その他不法又

は不正の疑いのある取引に利用するために取引を行わないこと。 

・上記に関して虚偽の申告をし、若しくはいずれかに該当する行為

をしたと当社が判断した場合には、取引が停止され、又は通知によ

りアカウントが解約されても異議申立てをしないこと。また、これ

により損害が生じた場合でも、全て自己の責任とすること。 

（以下、省略） 

 

※当社の定める「取引担当者」の基準の主なものは以下のようになって

おります。 

＜取引担当者基準＞ 

○取引担当者は 1アカウントにつき 1名。 

○取引担当者と法人代表者は同一でも可能。 

○法人代表者に代わり当社との取引について、責任及び権限があること。 

○日本国内に居住する満 18 歳以上（高校生を除く）満 75 歳未満の行為

能力を有する個人であること。 

○アカウント名義人である法人の役職員であること。 

○反社会的勢力について以下の点を誓約すること。 

・現在、且つ将来にわたって、役職員が暴力団員・暴力団準構成員・

総会屋・社会運動標榜ゴロ等の反社会的勢力に該当しないこと。 

・現在、且つ将来にわたって、反社会的勢力の企業の役職員ではな

いこと。 

・自ら又は第三者を利用して、暴力的な行為、法的な責任を超えた

不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし又は暴力を用い

・マネーローンダリング等の公序良俗に反する取引、その他不法又

は不正の疑いのある取引に利用するために取引を行わないこと。 

・上記に関して虚偽の申告をし、若しくはいずれかに該当する行為

をしたと当社が判断した場合には、取引が停止され、又は通知によ

り口座が解約されても異議申立てをしないこと。また、これにより

損害が生じた場合でも、全て自己の責任とすること。 

（以下、省略） 

 

※当社の定める「取引担当者」の基準の主なものは以下のようになって

おります。 

＜取引担当者基準＞ 

○取引担当者は 1口座につき 1名。 

○取引担当者と法人代表者は同一でも可能。 

○法人代表者に代わり当社との取引について、責任及び権限があること。 

○日本国内に居住する満 18 歳以上（高校生を除く）満 75 歳未満の行為

能力を有する個人であること。 

○口座名義人である法人の役職員であること。 

○反社会的勢力について以下の点を誓約すること。 

・現在、且つ将来にわたって、役職員が暴力団員・暴力団準構成員・

総会屋・社会運動標榜ゴロ等の反社会的勢力に該当しないこと。 

・現在、且つ将来にわたって、反社会的勢力の企業の役職員ではな

いこと。 

・自ら又は第三者を利用して、暴力的な行為、法的な責任を超えた

不当な要求行為、取引に関して脅迫的な言動をし又は暴力を用い
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る行為、風説を流布し偽計を用い又は威力を用いて当社の信用を

毀損し又は当社の業務を妨害する行為等を行わないこと。 

・マネーローンダリング等の公序良俗に反する取引、その他不法又

は不正の疑いのある取引に利用するために取引を行わないこと。 

・上記に関して虚偽の申告をし、若しくはいずれかに該当する行為

をしたと当社が判断した場合には、取引が停止され、又は通知によ

りアカウントが解約されても異議申立てをしないこと。また、これ

により損害が生じた場合でも、全て自己の責任とすること。 

（以下、省略） 

2 本約款により行われるすべての金銭の計上は本アカウントを用いて

処理するものとします。  

3 本アカウントはお客様お一人様につき、一アカウントとさせていただ

きます。 

4 本アカウント登録の諾否は、当社が当社の審査基準に基づき判定する

ものとし、お客様は当社が本アカウントの登録を承諾した場合に限り、

本取引を行うことができます。 

5 前項の審査に関するお問い合わせについて、当社はその内容について

は開示しないものとします。  

6 当社はお客様のお申し込み承諾後に、お客様にアカウント番号及びパ

スワードを通知し、お客様が利用開始時に使用するアカウント番号及

びパスワードが一致した場合のみ行うことができます。 

7 当社が承諾後にお客様に通知したアカウント番号及びパスワードを

使用できるのはお客様ご本人に限ることとし、これらを共同で使用し、

または他人に貸与もしくは譲渡することはできません。お客様ご本人以

外の方の使用が判明した場合には、DMM FX の利用を停止いたします。

る行為、風説を流布し偽計を用い又は威力を用いて当社の信用を

毀損し又は当社の業務を妨害する行為等を行わないこと。 

・マネーローンダリング等の公序良俗に反する取引、その他不法又

は不正の疑いのある取引に利用するために取引を行わないこと。 

・上記に関して虚偽の申告をし、若しくはいずれかに該当する行為

をしたと当社が判断した場合には、取引が停止され、又は通知によ

り口座が解約されても異議申立てをしないこと。また、これにより

損害が生じた場合でも、全て自己の責任とすること。 

（以下、省略） 

2 本約款により行われるすべての金銭の計上は本口座を用いて処理す

るものとします。  

3 本口座はお客様お一人様につき、一口座とさせていただきます。 

 

4 本口座開設の諾否は、当社が当社の審査基準に基づき判定するものと

し、お客様は当社が本口座の開設を承諾した場合に限り、本取引を行う

ことができます。 

5 前項の審査に関するお問い合わせについて、当社はその内容について

は開示しないものとします。  

6 当社はお客様のお申し込み承諾後に、お客様に口座番号及びパスワー

ドを通知し、お客様が利用開始時に使用する口座番号及びパスワード

が一致した場合のみ行うことができます。 

7 当社が承諾後にお客様に通知した口座番号及びパスワードを使用で

きるのはお客様ご本人に限ることとし、これらを共同で使用し、または

他人に貸与もしくは譲渡することはできません。お客様ご本人以外の方

の使用が判明した場合には、DMM FX の利用を停止いたします。また、
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また、お客様、アカウント番号及びパスワードが第三者により不正に使

用されないよう、これを適正に管理しなければならず、お客様のアカウ

ント番号及びパスワードにより、お客様ご本人以外の方が行ったすべ

ての取引については、当社の責めに帰すべき事由がある場合を除き、一

切の責任はお客様ご本人に帰するものとします。 

8  前項の場合において当社に損失が生じた場合は、お客様名義のアカウ

ントを実質的に利用していた第三者をアカウントの利用者とみなし

て、当社は当該第三者及び名義人に対し、損害賠償を請求することがで

きることとします。 

（以下、省略） 

 

第 6 条 （本人確認書類及び届出事項） 

1 アカウント登録審査において、お客様ご本人の確認のため、下記の書

類等をご提出いただきます。ご提出頂いた本人確認書類は、｢個人情報

保護宣言｣及び｢個人情報に関する公表文｣に則り当社で適切に管理しま

す。なお、ご提出いただいた本人確認書類は返却いたしませんので、あ

らかじめご了承ください。 

（以下、省略） 

 

第 7 条 （禁止事項） 

1 お客様は、お客様が次の各号に定める行為を行ってはならないことに

予め承諾することとします。なお、お客様の行為が当該禁止行為に該当

するかどうかの判断は当社が行い、お客様は当社の判断に従うこととし

ます。 

（(1)～(11) 省略） 

お客様、口座番号及びパスワードが第三者により不正に使用されない

よう、これを適正に管理しなければならず、お客様の口座番号及びパス

ワードにより、お客様ご本人以外の方が行ったすべての取引について

は、当社の責めに帰すべき事由がある場合を除き、一切の責任はお客様

ご本人に帰するものとします。 

8  前項の場合において当社に損失が生じた場合は、お客様名義の口座を

実質的に利用していた第三者を口座の利用者とみなして、当社は当該

第三者及び名義人に対し、損害賠償を請求することができることとしま

す。 

（以下、省略） 

 

第 6 条 （本人確認書類及び届出事項） 

1 口座開設審査において、お客様ご本人の確認のため、下記の書類等を

ご提出いただきます。ご提出頂いた本人確認書類は、｢個人情報保護宣

言｣及び｢個人情報に関する公表文｣に則り当社で適切に管理します。な

お、ご提出いただいた本人確認書類は返却いたしませんので、あらかじ

めご了承ください。 

（以下、省略） 

 

第 7 条 （禁止事項） 

1 お客様は、お客様が次の各号に定める行為を行ってはならないことに

予め承諾することとします。なお、お客様の行為が当該禁止行為に該当

するかどうかの判断は当社が行い、お客様は当社の判断に従うこととし

ます。 

（(1)～(11) 省略） 
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(12)他人名義（家族名義を含む）でアカウント登録の申し込みを行うこ

とまたは他人名義のアカウントを利用して取引を行うこと 

（以下、省略） 

2 お客様が当社と行う取引について、前項の禁止行為が行われた場合、

当社は事前の通知なく当該アカウントを凍結し、過去に遡り約定を無

効とすることができるものとします。これにより不足金が発生した場

合、当該不足金について当社はお客様に請求できるものとします。また、

当該取引により当社が損害を被った場合は、お客様は当該損害に対し賠

償責任を負うものとします。なお、当社は、当社の責めに帰すべき事由

がある場合を除き、約定の無効によりお客様に生じた損害につき、お客

様に対して何らの責任も負担しないものとします。 

 

（第 8条～第 9条 省略） 

 

第 10 条 （注文の受付・実行） 

（1～8 省略） 

9 当社は、前項によりお客様から受け付けた注文につき、その内容に従

い、相当な時間内に注文された取引を成立させるものとします。ただし、

以下の事由が生じたときは、当社は注文された取引を成立させない若し

くは、約定済み注文を取消又は訂正することができます。 

(1)お客様の本アカウントにおける純資産額がポジション必要証拠金と

注文証拠金の総額に満たなくなるとき。 

（(2)～(4) 省略） 

(5)本アカウントが凍結されているとき。 

（以下、省略） 

(12)他人名義（家族名義を含む）で口座開設の申し込みを行うことまた

は他人名義の口座を利用して取引を行うこと 

（以下、省略） 

2 お客様が当社と行う取引について、前項の禁止行為が行われた場合、

当社は事前の通知なく当該口座を凍結し、過去に遡り約定を無効とする

ことができるものとします。これにより不足金が発生した場合、当該不

足金について当社はお客様に請求できるものとします。また、当該取引

により当社が損害を被った場合は、お客様は当該損害に対し賠償責任を

負うものとします。なお、当社は、当社の責めに帰すべき事由がある場

合を除き、約定の無効によりお客様に生じた損害につき、お客様に対し

て何らの責任も負担しないものとします。 

 

（第 8条～第 9条 省略） 

 

第 10 条 （注文の受付・実行） 

（1～8 省略） 

9 当社は、前項によりお客様から受け付けた注文につき、その内容に従

い、相当な時間内に注文された取引を成立させるものとします。ただし、

以下の事由が生じたときは、当社は注文された取引を成立させない若し

くは、約定済み注文を取消又は訂正することができます。 

(1)お客様の本取引口座における純資産額がポジション必要証拠金と注

文証拠金の総額に満たなくなるとき。 

（(2)～(4) 省略） 

(5)本口座が凍結されているとき。 

（以下、省略） 
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10 （内容省略） 

11 当社は、以下の事由が生じたときは、新たな注文を受け付けないこと

ができることとします。 

（(1)～(2) 省略） 

(3)お客様が当社のアカウント登録申込受付基準に反することが判明し

た場合、又は本約款、契約締結前交付書面、個人情報等の取扱いにつ

いて等の内容にご同意いただけないとき 

(4)本アカウントに対して異名義での入金が行われたとき 

（(5)～(7) 省略） 

(8)本アカウントが凍結されているとき 

（以下、省略） 

 

第 11 条 （追加証拠金、マージンカット） 

（1～3 省略） 

4 お客様が追加証拠金額以上の現金若しくは当社の定める代用有価証

券を当社に差し入れた場合でも、その理由の如何に関わらず取引アカ

ウントへの金額の反映が間に合わず、マージンカットにより反対売買

による強制決済が執行されることがあることをあらかじめ承諾するも

のとします。 

（以下、省略） 

 

第 12 条 （ロスカット） 

（1～2 省略） 

10 （内容省略） 

11 当社は、以下の事由が生じたときは、新たな注文を受け付けないこと

ができることとします。 

（(1)～(2) 省略） 

(3)お客様が当社の口座開設申込受付基準に反することが判明した場合、

又は本約款、契約締結前交付書面、個人情報等の取扱いについて等の

内容にご同意いただけないとき 

(4)本口座に対して異名義での入金が行われたとき 

（(5)～(7) 省略） 

(8)本口座が凍結されているとき 

（以下、省略） 

 

第 11 条 （追加証拠金、マージンカット） 

（1～3 省略） 

4 お客様が追加証拠金額以上の現金若しくは当社の定める代用有価証

券を当社に差し入れた場合でも、その理由の如何に関わらず取引口座

への金額の反映が間に合わず、マージンカットにより反対売買による強

制決済が執行されることがあることをあらかじめ承諾するものとしま

す。 

（以下、省略） 

 

第 12 条 （ロスカット） 

（1～2 省略） 
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3 お客様が新たに現金及び当社の定める代用有価証券を当社に差し入

れた場合でも、取引アカウントへの金額の反映が間に合わず、ロスカッ

トが執行されることがあることをあらかじめ承諾するものとします。 

（以下、省略） 

 

第 13 条 （預託証拠金） 

（1～3 省略） 

4 当社は、お客様から出金可能額及び代用引出可能額の範囲内で、全部

又は一部の返還請求を受けた場合、当該請求を受けた日から起算して、

原則 3 営業日以内に当該請求に係る額をお客様に返還するものとしま

す（代用有価証券の場合は、翌国内株式営業日）。ただし、代用有価証

券の振替については、代用引出可能額以内の金額であったとしても、指

示した金額が 1 単元の価格に満たない場合、若しくは 1 単元に満たな

い部分については、当該代用有価証券の振替はできません（DMM FX ア

カウントで代用有価証券として使用している期間に株式分割等により

発生した単元未満の有価証券を除く）。 

（以下、省略） 

 

第 14 条（代用有価証券） 

1 証拠金として、現金に代えて代用有価証券を差し入れる場合には、当

社にて本アカウントと同一名義人による「DMM 株」アカウントの登録が

必要です。 

（2～5 省略） 

6 本アカウントに預託証拠金として差し出している代用有価証券を売

却した際の売却代金は、約定日から起算して 3 国内株式営業日目に受

3 お客様が新たに現金及び当社の定める代用有価証券を当社に差し入

れた場合でも、取引口座への金額の反映が間に合わず、ロスカットが執

行されることがあることをあらかじめ承諾するものとします。 

（以下、省略） 

 

第 13 条 （預託証拠金） 

（1～3 省略） 

4 当社は、お客様から出金可能額及び代用引出可能額の範囲内で、全部

又は一部の返還請求を受けた場合、当該請求を受けた日から起算して、

原則 3 営業日以内に当該請求に係る額をお客様に返還するものとしま

す（代用有価証券の場合は、翌国内株式営業日）。ただし、代用有価証券

の振替については、代用引出可能額以内の金額であったとしても、指示

した金額が 1単元の価格に満たない場合、若しくは 1単元に満たない部

分については、当該代用有価証券の振替はできません（DMM FX 口座で代

用有価証券として使用している期間に株式分割等により発生した単元

未満の有価証券を除く）。 

（以下、省略） 

 

第 14 条（代用有価証券） 

1 証拠金として、現金に代えて代用有価証券を差し入れる場合には、当

社にて本取引口座一名義人による「DMM 株」口座の開設が必要です。 

 

（2～5 省略） 

6 本取引口座に預託証拠金として差し出している代用有価証券を売却

した際の売却代金は、約定日から起算して 3国内株式営業日目に受渡し
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渡しされ、手数料及び譲渡益税徴収相当額（特定口座で源泉徴収ありの

場合）を差し引いた金額が本アカウントの預託証拠金残高に自動的に

振り替えられます。 

 

第 15 条（入金及び代用有価証券の振替（入庫）について） 

1 本取引を行うにあたり、お客様は、本アカウントに振込送金する方法

により証拠金の入金を行うものとし、当社は、原則として、お客様から

の入金を確認した後に本アカウントに入金処理するものとします。た

だし、お客様からの入金を確認した後であっても、当社及び金融機関の

事務処理の都合上、入金処理までに時間がかかる場合があり、お客様は

このことをあらかじめ承諾するものとします。 

2 （内容省略） 

3 お客様は、ご本人名義の金融機関から本アカウントへ証拠金の振込を

することとし、振込人名義が、当社の本アカウント名義と相違している

（以下、「異名義による振込」といいます。）場合には、入金処理後であ

っても原則としてお客様ご自身で当該振込入金の取消処理を行うこと

とし、お客様はこのことをあらかじめ承諾するものとします。 

（以下、省略） 

 

（第 16 条～第 19 条 省略） 

 

第 20 条 （支払不能又は不能となる恐れがある場合等における本取引）  

1 お客様が第 19 条第 1 項各号のいずれかに該当したときは、当社は任

意に、お客様への事前の連絡や、お客様の承諾を必要とすることなく、

お客様が本アカウントを通じて行っているすべての本取引につき、そ

され、手数料及び譲渡益税徴収相当額（特定口座で源泉徴収ありの場合）

を差し引いた金額が本取引口座の預託証拠金残高に自動的に振り替え

られます。 

 

第 15 条（入金及び代用有価証券の振替（入庫）について） 

1 本取引を行うにあたり、お客様は、本取引口座に振込送金する方法に

より証拠金の入金を行うものとし、当社は、原則として、お客様からの

入金を確認した後に本取引口座に入金処理するものとします。ただし、

お客様からの入金を確認した後であっても、当社及び金融機関の事務処

理の都合上、入金処理までに時間がかかる場合があり、お客様はこのこ

とをあらかじめ承諾するものとします。 

2 （内容省略） 

3 お客様は、ご本人名義の金融機関から本取引口座へ証拠金の振込をす

ることとし、振込人名義が、当社の本取引口座名義と相違している（以

下、「異名義による振込」といいます。）場合には、入金処理後であって

も原則としてお客様ご自身で当該振込入金の取消処理を行うこととし、

お客様はこのことをあらかじめ承諾するものとします。 

（以下、省略） 

 

（第 16 条～第 19 条 省略） 

 

第 20 条 （支払不能又は不能となる恐れがある場合等における本取引）  

1 お客様が第 19 条第 1 項各号のいずれかに該当したときは、当社は任

意に、お客様への事前の連絡や、お客様の承諾を必要とすることなく、

お客様が本口座を通じて行っているすべての本取引につき、それを決
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れを決済するために必要な反対売買を行い、決済することができるもの

とします。  

2 （内容省略） 

3 お客様が第 19 条第 2 項の各号のいずれかに該当したときで、当社か

ら請求があった場合には、お客様は、当社の指定する日時までに、当社

の本アカウントを通じて行っているすべての本取引を決済するために

必要な反対売買等を、当社に注文するものとします。 

（以下、省略） 

 

第 21 条 （差引計算） 

1 お客様は、当社との一切の取引において、下記に列挙する事項のいず

れかに該当した場合、当社の通知により、当社に対して負担する一切の

債務について期限の利益を喪失するものとし、当社は、その債務とお客

様の当社に対する本取引に係る債権その他一切の債権を、その債権の期

限にかかわらず、お客様に事前に通知することなく、いつでも相殺する

ことができるものとします。 

(1)アカウント登録時に虚偽の申告をしたことが判明した場合 

（以下、省略） 

 

（第 22 条～第 32 条 省略） 

 

第 33 条 （解約） 

1 次の各号のいずれかに該当し、又はお客様が第 19 条に掲げる事項の

いずれかに該当したときは、お客様との間の本取引は解約されることと

します。 

済するために必要な反対売買を行い、決済することができるものとしま

す。  

2 （内容省略） 

3 お客様が第 19 条第 2 項の各号のいずれかに該当したときで、当社か

ら請求があった場合には、お客様は、当社の指定する日時までに、当社

の本口座を通じて行っているすべての本取引を決済するために必要な

反対売買等を、当社に注文するものとします。 

（以下、省略） 

 

第 21 条 （差引計算） 

1 お客様は、当社との一切の取引において、下記に列挙する事項のいず

れかに該当した場合、当社の通知により、当社に対して負担する一切の

債務について期限の利益を喪失するものとし、当社は、その債務とお客

様の当社に対する本取引に係る債権その他一切の債権を、その債権の期

限にかかわらず、お客様に事前に通知することなく、いつでも相殺する

ことができるものとします。 

(1)口座開設時に虚偽の申告をしたことが判明した場合 

（以下、省略） 

 

（第 22 条～第 32 条 省略） 

 

第 33 条 （解約） 

1 次の各号のいずれかに該当し、又はお客様が第 19 条に掲げる事項の

いずれかに該当したときは、お客様との間の本取引は解約されることと

します。 
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（(1)～(9) 省略） 

(10)お客様の取引アカウントが他人名義もしくは架空名義で登録されて

いると当社が合理的に判断したとき 

(11)お客様の登録アカウントのお取引及び全ての残高がなくなった後、

相当期間が経過したとき 

（以下、省略） 

 

（第 34 条～第 40 条 省略） 

 

第 41 条 （個人情報の取扱い） 

1 （内容省略） 

2 米国政府及び日本政府からの要請により、当社は、お客様が外国口座

税務コンプライアンス法（FATCA）上の報告対象として、以下の（1）、

（2）又は（3）に該当する場合（該当する可能性があると当社が判断す

る場合を含む。）、米国税務当局における課税執行のため、お客様の情報

（氏名／名称、住所／所在地、米国納税者番号、アカウント番号、アカ

ウント残高、アカウントに発生した所得の額、その他米国税務当局が指

定する情報。）を米国税務当局に提供することがあります。 

（以下、省略） 

3 お客様は、本アカウントの登録に当たり、当社の｢個人情報の取扱い

について｣及び、本条第 2項の内容を承諾するものとします。 

 

（以下、省略） 

 

 

（(1)～(9) 省略） 

(10)お客様の取引口座が他人名義もしくは架空名義で開設されていると

当社が合理的に判断したとき 

(11)お客様の開設口座のお取引及び全ての残高がなくなった後、相当期

間が経過したとき 

（以下、省略） 

 

（第 34 条～第 40 条 省略） 

 

第 41 条 （個人情報の取扱い） 

1 （内容省略） 

2 米国政府及び日本政府からの要請により、当社は、お客様が外国口座

税務コンプライアンス法（FATCA）上の報告対象として、以下の（1）、

（2）又は（3）に該当する場合（該当する可能性があると当社が判断す

る場合を含む。）、米国税務当局における課税執行のため、お客様の情報

（氏名／名称、住所／所在地、米国納税者番号、口座番号、口座残高、

口座に発生した所得の額、その他米国税務当局が指定する情報。）を米

国税務当局に提供することがあります。 

（以下、省略） 

3 お客様は、本口座の開設に当たり、当社の｢個人情報の取扱いについ

て｣及び、本条第 2項の内容を承諾するものとします。 

 

（以下、省略） 
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令和 6年 8月 24 日 改訂 

 

 


